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肺吸虫 (Paragonimussp･)は, 周知のごとく人体 および各種の動物を終宿主とするが,動物の

うち,わが国の野獣に自然感染を認めたのはイノシシ ･イタチ ･テン･タヌキ ･アナグマなどであ

る･ このうち寄生例が多いのは イタチであり, タヌキについては比較的少なく, 五藤ら4', 吉田

ら16',横川ら14'の報告があるに過ぎない.われわれは,1969-70年,宮崎県下で捕獲したタヌキ3

頭中1例に肺吸虫の感染を認め11), その後 (1971-73年),更に同県下のタヌキ16頭を検査して,

その1例に寄生を確認した2)･ 前者 (1969年捕獲分)の病理所見は既に述べたので11),以下,後者

(1973年分)の所見について報告する.

ところで,肺吸虫症の病理所見は,人体例および動物例 (自然感染 ･実験感染)を含めて,既に

多くの先人により詳細に検討し尽されている. しかしタヌキの自然感染例は従来少なかったし, し

かも今回の供試例は付属 リンパ節にも興味ある所見を認めたので,あえて報告することとした.

材 料 お よ び 方 法

供試タヌキは1973年2月12日,宮崎市木花曽山寺地区で狩猟者がワナを仕掛けて捕獲した成

狸.性別は雌.剖検により肺に肺吸虫寄生を確認 (その他の所見としては,牌に少数の Concinnum

tenが寄生).

肺および付属リンパ節 (気管気管支リンパ節)を一括摘出し,10%ホルマリン液中に浸漬.固定

完了後まず外貴を観察,ついで肺については各肺葉ごとにいくつかの割面を作って,それぞれの所

見を観察.右 ･中 ･左気管気管支リンパ節も,各割面の所見を観察した. 肉眼検索のあと,肺およ

びリンパ節から組織検査用の細片を切り出し,法のごとくパラフィン包埋 ･薄切 (リンパ節につい

ては連続切片を作製).切片の染色は普通染色のほか,アザソ染色,エラスチカ･ワンギーソン染色,

7ルシャンブルー染色,PAS反応などの特殊染色を施して鏡検の用に供した.
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なお,肺寄生の虫体並びに虫卵については,寄生虫学的に検索して虫種の判定を行なった.

観 察 結 果

1. 肺の肉眼所見

右肺は長さ (尖葉前端から横隔菓後端までの距離) ll.5cm,濠大幅 4.5cm.左肺の長さ (同

節)10.0cm,最大幅 4.5cm.肺の重さ 55g.外景上,肺胸膜は一般に肥厚, とくに左右とも横

隔葉の肥厚が著しく,かつ肺胸膜面に線維素様物が付着. 肺の背面観では右尖粟後外側部に1コ,

右横隔葉前内側部に2コ,左尖葉後外側部に1コ,合わせて4コの隆起を認めたが,これらは内部

に虫嚢腫 (以下,虫嚢と略称)の存在する部位である.肺を触診すると, 虫嚢の所在部位は限局性

の硬結巣として感知され, 虫裏周囲の肺組織もやや硬度を増す. とくに右尖葉前部と両横隔葉後半

側の硬度が大.

各肺葉の割面を観察の結果, 虫嚢の数は右肺では尖葉3コ,心菓2コ,横隔葉 3コ,左肺では尖

葉 1コ,横隔葉4コの合計13コ.なかには2コの虫嚢が互いに相接して位置するものも見られた.

虫嚢の大きさは小豆大,大豆大ないレJ､指頭大で大きいのは中指頭大.いずれも上下に強く庄平さ

れ横径に比し縦径が短い. 虫嚢内には肺吸虫が2匹または1匹ずつ寄生, なかには虫体の寄生を認

めず少量の暗褐色泥状物だけを含有するのもあった. 虫裏壁は帯微紅灰色の肉芽組織ないし結合組

織より成るが,肺胸膜直下の虫嚢では虫袈壁と肺胸膜が合着して,その間に肺組織はほとんど介在

しない. 虫嚢の性状は大部分が軟化敵性 (軟化空洞性)であり,気管枝拡張性は少ない. なお虫架

の外側 (すなわち肺組織中)に裂隙を形成し, そこに虫体穿人を認めたものもある.

虫襲周囲の肺組織は,一般に間質の増生または結合織巣の形成が著しい (とくに触診上,硬度大

のところに顕著).一部には比較的新しい小出血巣を所見.また軽度の無気肺,あるいは肺気腫を呈

する部位も認められた. これらの肺組織中の小気管枝は,いずれも管腔拡張と管壁肥厚を里し,管

腔内には虫嚢内と同一性状の内容物を少量含有 (虫嚢との連通関係を思わせる)･ なお右肺の尖菓･

横隔葉には特異な虫卵集積巣を認めたが,その大きさは割 りと小さい･

本例は虫嚢が13コも存在する重度の肺吸虫症で,しかも陳旧性の結合織増生巣と新しい出血巣が

併存する新旧病変混在型である･

2. 肺の鏡検所見

虫嚢内には, 虫体の代謝産物と思われる変性物質や不潔黄褐ないし灰黒色の色素微粒,並びに崩

壊しかかった各種細胞 (リンパ球 ･好中球 ･組織球等),粘液,虫卵等を含み,なお,気管枝拡張性

虫嚢では上皮の脱落片も認められた. 虫体が周囲組織-脱出するものでは,上記の虫垂内容物は虫

嚢外に一部流出する.

虫轟の周壁は内 ･外2層に区別できる. 内層は柔らかい肉芽組織から成 り, リンパ球 ･プラスマ

細胞 ･組織球等の浸潤がすこぶる顕著.外層はやや硬い結合組織より成 り,少量のリンパ球 ･プラ

スマ細胞が浸潤. またこの層に虫卵の埋在 ･沈着を見ることもある･ 虫嚢壁の一部が破れて虫体の

脱出口を形成するものや, 虫嚢が気管枝と連通関係にある像を認めたところもある･

虫裏に隣接する肺組織は,一般に肺胞が やや庄属されて無気肺を呈する･ この部分に細胞浸潤

(リンパ球 ･プラスマ細胞 ･組織球等)や虫卵沈着を所見,更に出血を見たものもある･虫袈隣接部

の更に外側の部分 (外周部と呼ぶ)では,無気肺または肺気腫を呈し, あるいは肺胞に少量の惨出

物を含み肺炎 (カタル性)像を認める･一般に肺胞壁は結合織線維および平滑筋線維が増生, とく

に後者は小塊状に増殖する･ また肺胞内や肺胞壁の一部に軽度の出血と虫卵沈着を所見･肺胸膜直
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下に虫道性と思われる裂隙を形成, それに伴いかなり広範囲の出血を呈し, 出血巣には-モジデ

リンと-マトイジンの沈着を見る. また出血巣のかたわらに好中球の集族巣 (小化膿巣)を認めた

ところもある.

肺胸膜および間質結合織は一般に増生 ･肥厚を呈するが,その程度は部位により差がある.すな

わち肺胸膜では,局部的に肥厚顕著なところと,そうでない部分があり,間質増生も部位によりか

なり厚薄の差が認められる.間質増生郡を中心として,あるいは間質とは無関係に限局性不整形な

結合織増生巣を相当数認めたが,それらは虫道性病変の器質化巣と解される.供試肺は上述のごと

く間質増生ないし器質化巣が顕著なため,いわゆる 丘brosisを呈している. なお間質ないし結合

織増生部においては,軽度出血,-モジデリン沈着,リンパ管拡張,水腫性疎開などが見られ,普

た虫卵性病変 (後記)も所見された.

外周部における気管枝はほとんどが病的で,粘膜荒廃,管内に脱落上皮,粘液,虫卵および細胞

成分 (リンパ球 ･好中球 ･組織球等)を含み,少量の血液を含有するものもある.管壁は結合織増

生が著しく,プラスマ細胞 ･リンパ球 ･好中球等が多数浸潤. またリンパ装置の腫大を見る.管腔

拡張と管壁肥厚に伴い,管壁中の平滑筋層が断裂,走向不斉,非薄化を呈し,また軟骨が不釣合に

小さく見える.

局所を走る動脈は,一般に管壁肥厚が著しく,また管腔変形を呈するものも認められた.静脈も

管壁肥厚と血栓あるいはそれの器質化に基づく管腔狭窄を所見. また血管の破綻により周囲組織に

出血を呈する部位も見られた.

次に虫卵性の病変についてであるが,虫褒壁,肺胞 ･肺胞壁,気管枝腔,肺胸膜下や間質給合織

中に単独ないし数コの虫卵が沈着するほか,比較的多数の虫卵が限局性に実在する部分と, きわめ

て多数の虫卵がチスト状の集積巣を形成するものとがある.限局性に集在する場合, 虫卵を中心と

して肉芽組織が増殖,かつ類上皮細胞 (組織球性細胞)･リンパ球 ･プラスマ細胞等が浸潤し,い

わゆる虫卵結節に類似の所見を呈する.つぎに虫卵集積病巣は,肺胸膜下または肺組織内の一定範

囲に多数の虫卵が集積するもので,周囲にごく薄い被膜を巡らし, 内部には間質結合織の一部と血

管のみが残存する. ただし,同病巣の大きさはせいぜい米粒大で,われわれがイヌで認めたように

大きいものはない3'.

3. 付属リンパ節の所見

肺の付属 リンパ節 (右 ･中 ･左気管気管支リンパ節)紘,結合織増生のため硬度を増すが,それ

以外の変化は肉眼的には認めない.

鏡検上,被膜を成す結合組織が増生肥厚,それが梁柱に波及して,実質内でも柱を中軸として広

範著明な結合織増生を呈する.それに伴いリンパ様組織は高度に萎縮し,液胞の消失が顕著で,少

数のリンパ球にプラスマ細胞の加わった小集団を形成するのみ.一般に実質の萎縮 ･消失は,皮質

部よりも髄索部に著しい. なお, これら結合織増生部にも リンパ球 ･プラスマ細胞 ･好中球等が

浸潤するが, とりわけプラスマ細胞が目立つ. リンパ洞は周縁洞,中間洞とも拡張し,少数の虫卵

栓塞を認めた. また虫卵はわず か なが らリンパ様組織中にも埋在. なお軽度の炭粉沈着症を所見

した.

興味ある知見として, 右気管気管支 リンパ節の被膜直下 (周縁洞の部位) に 虫体の侵入を認め

た. 虫体の大きさはすこぶる小型で, 虫種の判別はできないが, おそらく肺吸虫の幼君型であろ

ラ. 鏡下に認めたのは幼君虫の全形ではなく,体端部における横断面と思われる (大きさは 75×

55〟).虫体の回りはごく小さい褒状層で取 り囲まれるが,該層は謬原線維が主成分で弾性線維は含
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まない.すなわち肉芽組織性の壁層であり,肺吸虫 (成虫)の形成する虫嚢と同一性状のもの-

極端に小型の虫褒- と認定される. なお,連続切片による検索の結果, 虫体侵入は上記の1カ所

に限られ,他には認めなかった.

4. 虫体および虫卵の所見

虫体表面を観察の結果,皮疎は群生. 虫嚢内から採取した虫卵の形状は卵円形,卵殻の厚さは一

様で無蓋端部に小突起を有する.以上の所見から,供試虫は大平肺吸虫または小型大平肺吸虫の特

徴をそなえたものと認められる.従来,宮崎県地方の調査では,五ヶ瀬川,小丸川,-ツ瀬川その

他数カ所の河口に大平肺吸虫の分布は認められているが,小型大平肺吸虫の生息は未だ確認されて

いない. また供試虫卵 100コの測定値は,87.3(98.6-68.6)±4.9×51.5(61.4-44.9)±2.5〃

であり,横川ら(1957)が南伊豆地方のタヌキから得た大平肺吸虫の虫卵の測定値にほぼ一致する.

以上の諸点を総合して,供試虫を大平肺吸虫と同定した.

考 察

タヌキの肺吸虫実験感染では, 虫嚢形成を認めなかった報告もあるが15',供試例においてほ虫嚢

形成がきわめて明瞭でその数も多かった.すなわち肺吸虫の寄生形態としては,宿主の種別にかか

わらず虫嚢形成が基本であることが確認された. ところで,供試肺の虫峯には気管枝拡張性が少な

く,大部分は軟化蛮性 (軟化性空洞)であった. しかし,軟化蛮性とはいえ, ほとんどが気管枝交

通性であることは, 虫襲外周部の気管枝にほぼ例外なく病変波及を認めたことからも推定できる･

次に供試肺においてほ, 虫轟から脱出して周囲組織に穿入する虫体を確認したが,肝吸虫はいった

ん形成した虫嚢に終始定着するものではなく,必要に応じて虫嚢を脱出し他に移動することは,既

に米良8'が実験的に証明ずみである.

本例の肺病変の特長として,間質増生ないし結合織増生巣の形成がすこぶる顕著であったが,節

者は虫嚢壁や病的気管枝壁における増生結合織が間質-波及したもの,後者は虫体の組織内移行に

基因する虫道性病変の器質化したものと解される.ただ, この器質化巣はかなり陳旧で既に療痕化

しており,好酸球などの浸潤はほとんど認めない.好酸球浸潤といえば,本例では器質化巣だけで

なく,他の病巣にも好酸球はほとんど見られず,代ってリンパ球 ･プラスマ細胞の浸潤が目立つ･

供試肺は上述のごとく陳旧性病変が一般に顕著であるが,他方では比較的新しい出血巣も見受けら

れた. この出血巣は,新たに肺に侵入した虫体 (幼着虫)によるものと解され,肺胸膜直下に形成

される場合が多い.供試肺では血管系の病変を普遍的に認めたが,その原因は,肺病変に基因する

慢性的なガス交換障害に対応するための血管変化,肺吸虫卵の血管内栓塞に基づく変化,更には寄

生虫性アレルギーによる血管変化等が総合されたものであろう･

われわれはさきに豚肺吸虫症の病理所見, とくに虫卵性病変を重点的に観察し, 虫襲以外の部位

に虫卵散布が起きる機序や 虫卵結節形成のメカニズムについての私見を述べた1'･ 供試肺の虫袈以

外における虫卵の発現 ･沈着は, 虫袈壁,気道系 (気管枝 ･肺胞),血管 (肺胞壁その他),リンパ

管 (間質 ･肺胸膜下など)に認められ,一部は結節状を呈するものもあるが,組織構造上,典型的

な虫卵結節ないし虫卵性肉芽腫とは認め難い･ 虫卵発現のもう1つの方式は, きわめて多数の虫卵

が肺組織の一部 (ある範囲)を押しのけ,そこに限局性の集積巣を形成するもので, この種病巣の

性状は,われわれがイヌ肺吸虫症で遭遇したものと同一である3)･

次に供試例の付属リンパ節には,少数ながら虫卵の栓塞を認め, また肺吸虫の幼君型と思われる

虫体の迷入を所見した･ この虫卵栓塞は リンパ流に乗って肺から運ばれた虫卵によ る ものに相違
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ない.湯本ら17)は,イヌを用いてのウェステルマン肺吸虫 (P.W.) 実験感染において,肺病巣の

虫卵は血管またはリンパ管を介して大循環系に移行し,全身諸臓器に虫卵栓塞を起こすことを明ら

かにした.気管気管支リンパ節の輸入管は肺からのリンパを受けるので,肺病巣の虫卵が付属リン

パ節に栓塞を起こすのはけだし当然である.森岡ら10)は豚のウェステルマン肺吸虫症,Kauetal.7'

はネコの肺吸虫症において,肺門 リンパ節に虫卵を認めたが,その機序は上述のごとくであろう.

次に肝吸虫の迷入ないし異所寄生の問題であるが,人体肺吸虫症においては,肺吸虫 (P.W.)が本

米の寄生部位である肺以外に,脂 (最も多い),脊髄,心嚢, 心臓,胸膜,縦隔,牌,肝,管,刺

管,大網,腹膜等に異所寄生することが知られている12'. しかしリンパ節-の異所寄生は比較的少

なく,初腐ら6'の大網リンパ節,富里ら9'の骨盤内リンパ節の報告があるだけである.

一方,動物 (家畜 ･野獣)の肺吸虫症における異所寄生例はきわめて少なく,その点,波部5'が

P.W.自然感染犬の気管支肺 リンパ節に寄生を認めたケースは貴重である.波部の症例は, リンパ

節にすこぶる大型の虫嚢を形成し,成熟虫2匹の寄生を所見しているが,供試例の虫体はごく小型

であり,恐らく初期の幼君虫と推定される. しかも,きわめて小さいながらも既に虫嚢の形成を確

認したことは興味深い. 虫体が供試 リンパ節に到達した経路については,胸腔内からリンパ節の被

膜を通って侵入したと判断するが,このことは肺吸虫の発育環からみて当然であろう･ なお供試リ

ンパ節は増殖性変化がすこぶる顕著で,広範囲にわたる結合織増生が所見された･瀬川13'は人体肺

吸虫症例において,肺門部 リンパ節に虫体が穿入通過した跡とみられる療癌性結合織索を所見した

が,本例の結合織増生も同様の由来に基づくものかも知れない.

総 揺

わが国の野獣のうち,イタチの肺吸虫感染は比較的多く報告されているが, クヌキのそれは至っ

て少ない. われわれは1971-73年,宮崎県下で捕獲したタヌキ16頭を剖検し,うち1頭に大平肺

吸虫の感染を認めた. 供試タヌキは右肺に8コ,左肺に5コ,計13コの虫嚢を有する重症例であ

り,各虫嚢には2匹または1匹ずつの虫体寄生を認めたが, なかには虫体が虫嚢外に脱出するもの

もあった, 虫褒並びに周囲肺組織の病変は,先人により述べられている肺吸虫症の一般的病理所見

にほぼ一致するが,本例では病変部の増殖性変化 (すなわち結合織増殖)がすこぶる顕著であり,

他面,侵入直後の虫体による出血巣も認められ,新旧病変の混在型である･

本例では,付属 リンパ節のうち右気管気管支リンパ節に,肺吸虫の幼君型と思われる小型虫の侵

入を所見した.人体では脳その他諸器官に肺吸虫の異所寄生例が少なくないが,動物では著者の一

人 ･波部の報告 (イヌの気管支肺 リンパ節)以外にあまり聞かない.従って,その意味からも本例

は興味深い症例といえよう.

終 りに,供試タヌキを提供された宮崎市 ･古藤 功氏に厚くお礼申しあげる.
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Summary

In1973,parasitizationwith Paragonimusohiraiwasobservedinaracoon-dog,
Nyctereutesprocyonoidesviverrinus,caughtinMiyazakiPrefecture.Thelungandits
lymphnodeswereexaminedpathologicallywiththefollowingandings.

1) Thenumberofworm-cystswaseightintherightlung(threeinthe
apical,twointhecardiac,andthreeinthediaphragmaticlobe)and丘veinthe

leftlung(Oneintheapicalandfourin thediaphragmaticlobe),being thirteen
inall.Eachworm-cystcontainedoneortwoaukes.Some且ukesescapedfrom

theworm-cystandpenetratedthesurroundingtissue.Interstitialtissueprolife-
rationwasmarkedandconnectivetissuefociwereformeddistinctlyaroundthe

worm-cyst.Intheformer,connectivetissueproliferatedinthewallsofworm-

cystsandaffectedbronchiandextendedtotheinterstitialtissue.Thelatter
wereproducedby theorganization offocicausedby migratory且ukes.Both

changesledtomild丘brosis.Ontheotherhand,hemorrhagicfociwereobserved
tohavebeenformedby 且ukesunderthepulmonarypleuraimmediatelyafter

penetration. Inbrief,new andstalelesionsmixedwithoneanotherinthelung
examined.

2) Microscopically,thewalloftheworm-cystwasdivided intotwolayers,
aninternalandanexternal.Thebackgroundoftheinternallayerwasgranula-
tiontissuecharacterizedbyamarkedin丘1trationwithlymphocytes,plasmacells,
andhistiocytes.Theexternallayerwascomposedofalittlestaleconnective
tissueandin丘1tratedwithasmallnumberoflymphocytesandplasmacells.Inalt-

rationwitheosinophilswashardlynoticedinbothlayers.Inadditionto丘brosis,

suchchangesasatelectasis,pulmonaryemphysema,andcatarrhalpneumoniawere
shownaroundtheworm-cyst.Theywereaccompaniedbymildhemorrhageand

cellin丘1tration (eosinophilswerevery few in thiscase)･ Thebronchiwere
almostalwaysaffected (bronchitisandperibronchitis). In many arteriesand
veins,vascularwallswerethickenedandluminaldeformityandstenosisobvious･

3) Flukeeggsweredepositednotonlyintheworm-cystbutalsointhewall
ofcyst,alveolus,alveolarwall,bronchialduct,pulmonary pleura, interstitial
tissue,andfocusofconnectivetissueproliferation･Whenthepatternofeggde-

positionwasexamined,eggsweredepositedsinglyorinclumpsofseveraleggs
each,arelativelylargenumberofeggswerescattereddiffuselywithinalimited

extent,andanextremelylargenumberofeggspushedasidepartofthepulmonary
tissuetoform afocusofaccumulationrestrictedly. Inalittlecases,however,

atypicalnoduleorgranulomawascausedby触keeggs･ Ontheotherhand,
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thefociofeggaccumulationpresentedthesamecharactersasthoseobservedby

theauthorsinthedog3),although they weresmallerin size(ricegrain size)

thanthefociinthedog.

4) Ofthelymphnodesattachedtothelung,therighttracheobronchiallymph
nodewasfoundtoharborflukeimmediately beneath thecapsule (orin the

subcapsularsinus)･UnderthemicroscopeWasObservedonlythecutsurfaceof
theendoftheflukebody,whichwasverysmallinsize(155×75p).Consequent-

ly,itwasimpossibletotelltowhatspeciesthis且ukebelonged.The且ukemay

havebeenajuveniletypeofParagonimus. Aroundthe且ukebody wasalready

formedastructurelooking liketheworm-cyst.Ithasbeenreportedthatthe

heterotonicparasitism ofParagonimuswasnoticedinthebrainandotherorgans

inhumanbeings.Habefoundsuch parasitism inthebronchopulmomarylymph
nodeofadog.5'Therearefew otherpapersdealingwiththeheterotonicpara-
sitism inthefieldofveterinarymedicine.Inthepresentstudy,therighttra-

cheobronchlallymph node exhibited a very conspicuousproliferative change,
which seemedtohavebeen inducedby theorganization oflesionscausedby

mlgratOry且ukes.
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(Fig.1) 右尖葉の割面所見｡右側に2コの虫嚢,中央に病的気管枝,左側に虫卵集積巣が見える･

(Fig.2) 右尖葉から取り出した虫垂.大きさは 11×9×4mm で,嚢内の虫体は大平肺吸虫と同定さ

れた.

(Fig.3) 右横隔葉の割面所見.虫嚢の周囲には問質増生と結合繊増生巣の形成が顕著･

(Fig.4) 左横隔葉の2虫性虫嚢および虫嚢外に脱出した虫体･病的気管枝の管壁肥厚が著しい･

(Fig.5) 虫婁内に2匹の虫体と内容物を含む. H･E･, 10×4.

(Fig.6) 虫垂内容物の拡大像.変性細胞 ･色素粒子 ･頚廃物 ･粘液および虫卵を含む･H･E･,10×10･
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(Fig.7) 気管伎拡張性虫重並びにそれと連通関係にある気管枝･ H･E･,10×4=.

(Fig.8) 虫垂の内容物の一部が隣接組織中に流出する. H･E･,10×4･

(Fig.9) 虫蛮壁の内鳳 基盤を成す肉芽組織にリンパ球 ･プラスマ細胞 ･組織球などの浸潤が著しい･

H.E.,10×10.

(Fig.10) 虫聾から脱出中の虫体.嚢壁の一部に脱出口を形成する･ H･E･,10×4･

(Fig.ll) 病的気管枝の所見 管腔内には虫蛮内容物と同じものを含有し,肥厚した管壁に細胞浸潤が

著しい. H･E･,10×4.

(Fig.12) 病変の波及した小気管枝･管腔の拡張と管壁肥厚を呈する･ H･E･,10×4･
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(Fig.13) 虫嚢内の虫体 (上)と虫製外に脱出した虫体 (下). H･E･, 10×4･

(Fig.14:) 肺組織内を移行中の虫休. H･E･,10×4･

(Fig.15) 肺胸膜直下に形成された組織裂隙.虫道性と認められ出血が著しい･ H･E･,10×4･

(Fig.16) 虫墓壁に卵殻のみの虫卵が集在.隣接肺組織にも虫卵の発現祝着が認められる,

H.E.,10×4.

(Fig.17) 肺胸膜が肥厚し,それに続く間質結合織が著明な限局性増殖を呈する･ H･Eリ 10×4･

(Fig.18) 肺組織内に形成された結合織増生巣.動脈の管壁肥厚がすこぶる顕著･ H･E･,10×10･
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(Fig.19) 肺組織内に発現する虫卵結節様の病巣. H.E.,10×4.

(Fig･20) 陳旧な結合織増生巣に埋在する多数の虫卵.虫卵は内容が消失し卵殻のみのものが多い.

H.E., 10×4.

(Fig.21) 肺組織中に形成された塊状の結合織増生巣.虫卵が集合性に沈着する. H･E･,10×4･

(Fig.22) 肺胸膜直下の虫卵集積巣.病巣内に血管が残留する. H･E･,10×4･

(Fig.23) 右気管気管支リンパ節の被膜直下に侵入する小型虫体.回りは虫嚢様の壁層で囲まれる･

H.E.,10×4.

(Fig.24) 気管気管支リンパ節の実質は結合織増生が著明で,そのため液胞は萎縮ないし消失に傾く･

H.E" 10x4･.




